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論文内容の要旨
不斉合成反応において，鎖状の系の 1. 2-及び 1 ， 3 ーの隣接位で、の立体制御については優れた方法論が多数開











することにした。その結果，エンアセタールの分子内ハロエーテル化反応を鍵反応とする光学活性1. 4-及び 1 , 
5 ージオール類の新規合成法を開発することに成功した。すなわち，鍵反応である分子内ハロエーテル化反応で，ア
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最初に，光学活性 1 ， 4- ジオール類合成法の確立を行った。分子内にオレフィン部分とアセタール部分を合わせ
持つ基質として，キラルヒドロベンゾイン及び 4 ーペンテナル由来の光学活'性エンアセタールを合成し，まずその分
子内ハロエーテル化反応の検討を行った。その結果，求核種としてのアルコールの存在下に親電子種[1 (col1)2ClOJ 
との反応で， 2 環性の立体的に固定されたオキソニウムイオン中間体を経由することによって，高立体選択的に 1 , 




ニルエチレン部分を接触還元や Birch 還元条件で除去することにより， 1 , 4 ージオールを得ることに成功し，新規
な光学活性 1 ， 4- ジオール類合成法を確立することができた。
次に，本方法論の 1 ， 5 ージオール類合成への拡張を図り，類似のルートで光学活性 1 ， 5 ージオールも合成可能
ではなし、かと考え，検討を行った。その結果， 1 , 3 ージフェニルプロパンジオール及び 5- へキセナルより合成で











性の親電子剤 NBS を用いることによって目的物を得ることに成功した。この反応により，分子内の C2対称性アセター
ルにより 2 個の不飽和結合を識別し，一挙に 4 個の不斉中心を構築することができた。さらに，立体選択的に得られ
た 8 員環アセタールは， Grignard試薬と直接反応させることができ，続いてジフェニルエチレン部分を除去するこ
とにより光学活性シクロヘキサンジオールへと変換することに成功した。
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を用いて，アセタールの炭素のみならず，それ以外の遠隔位のし 4 ーおよびし 5 一位炭素にも同時に不斉を誘起
できるという新しい遠隔位不斉誘導法を確立した。
これらの研究成果は，博士(薬学)の学位論文として価値あるものと認める。
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